
県のさかな　シロエビ
平成8年（1996年）10月12日制定

県花　チューリップ
昭和29年（1954年）3月22日制定

県木　タテヤマスギ
昭和41年（1966年）10月1日制定

県のさかな　ブリ
平成8年（1996年）10月12日制定

県のさかな　ホタルイカ
平成8年（1996年）10月12日制定

県鳥　ライチョウ
昭和36年（1961年）11月３日制定

県獣　ニホンカモシカ
昭和50年（1975年）10月4日制定
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　富山県は、明治16年に石川県から分県・誕生して以来、今年で140年を迎えました。私たちの先達は、この分県を契機
として治水事業や砂防事業を積極的に進めるとともに、道路や港湾など様々な施設を整えてきました。このように土木の仕
事を不断に積み重ねてきた結果、現在では全国トップレベルの「住みよい県」という評価をいただいております。
　この冊子は今、「とやまの土木」はどんなことをしているのかをご紹介するものです。本冊子を通して、わたしたちの行
う土木の仕事をご理解いただければ幸いです。

　富山県は、本州日本海側のほぼ中央部に位置し、東西90km、南北76km、面積は約
4,247k㎡で、国土の約１%を占めています。
　蝶々が羽を開いたような形で、山と海に囲まれたまとまりのよい県土です。3,000m
級の山々が連なる立山連峰と、ここに源を発する黒部川、早月川、常願寺川などの急流
河川、その下流には、緑に包まれた扇状地平野、日本海側最大の外洋性湾で海底谷が発
達した水深1,000mを超える富山湾に至るまで、高低差4,000mのダイナミックで変化
に富んだ地形を有しています。
　さらに県東部では、常願寺川流域の立山カルデラや弥陀ヶ原、地獄谷、五色が原など
からなる弥陀ヶ原火山があり、県西部にも白山火山が隣接しています。

　富山県の人口は、1,009,050人（R5.4.1現在）です。これは、面積と同じく全国の約１%です。
　人口が100万人台に達したのは昭和25年の国勢調査からで、その後、全国的な大都
市への人口流出や出生数の漸減により、平成11年から人口は緩やかな減少傾向をた
どっています。

　「活力あふれる地域づくり」、「美しい県土づくり」、「安全・安心な暮らしづくり」の３つの基本政策と、それらを支える「地
域を支える建設業の振興」の４つの政策により、良質な社会資本の整備を進めます。
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▼

▼

現状値 令和４年 70,731TEU
●伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数

【国際拠点港湾としての
                 伏木富山港の機能強化】

現状値 令和４年度 14.7km

●東海北陸自動車道の飛騨清見IC～     
　　 小矢部砺波JCT間の４車線化整備延長

【高速道路、幹線道路から生活道路
　　　までの道路ネットワークの整備】

目標値  110,000TEU

目標値 14.7km（中間目標値）
から増加させる

【地域の個性を活かした景観づくり】

▼
現状値 令和４年度 49.13km

●良好な景観形成や防災機能の向上が
           必要な道路の無電柱化整備延長　

目標値 51.4km

▼
現状値 平成30年度 14地区

 ●景観づくり住民協定の締結件数（累計）

目標値 17地区

【安全・安心で豊かな住環境づくり】

▼
現状値 平成30年度 80%

目標値  91%

【防災・減災、災害に強い県土づくり】

▼
現状値 令和４年度 638箇所

目標値  670箇所

●住宅の耐震化率

●土砂災害危険箇所の整備箇所数

令和８年度を目標とする指標 令和８年度を目標とする指標 令和８年度を目標とする指標

活力あふれる地域づくり 美しい県土づくり

地域を支える建設業の振興

安全・安心な暮らしづくり

〈建設業の魅力発信〉〈労働環境の改善〉
〈建設企業への支援〉
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